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20年度 1次隊
ベナン・青少年活動

山崎 有美



遣派遣国：

アフリカ ベナンアフリカ ベナン

ゾマホン出身国ゾマホン出身国



人口 約8 700 000人人口 約8,700,000人

面積 約115,000㎢（日本の約3分の１）

時差 日本との時差はマイナス8時間

フォン民族 ヨルバ民族 アジャ民族 な
人種

フォン民族、ヨルバ民族、アジャ民族、な
ど40以上の民族

言語
公用語はフランス語、その他フォン語、ヨ

言語
公用語はフランス語、その他フォン語、ヨ
ルバ語など各民族の言語

宗教
ヴードゥー教約65％、キリスト教約20％、

宗教
ヴ ドゥ 教約65％、キリスト教約 0％、
イスラム教約15％

主要産業
農業（綿花、パームオイル）、サービス業

主要産業
農業（綿花、 ）、 業
（港湾業）

気候 雨季と乾季気候



ベナンの生活 ～ 衣編 ～ベナンの生活 ～ 衣編 ～

ば 布パーニュと呼ばれるカラフルな布





ベナンの生活 ～ 食事編 ～ベナンの生活 ～ 食事編 ～

主食主食：トウモロコシの粉





ベナンの生活 ～ 住編 ～ベナンの生活 ～ 住編 ～



ベナンの生活 ～ 日常編 ～ベナンの生活 ～ 日常編 ～



ベナンの生活 番外編ベナンの生活 ～ 番外編 ～



ベナンの問題点ベナンの問題点



私の活動私の活動

職種：青少年活動
配属先：ゾボドメ市役所
要請内容

・Centre de Jeunes et de Loisirs
（青少年余暇センター）（青少年余暇センタ ）

を活用した青少年の余暇活動の充実

１ヶ月の市役所勤務

見えてきた課題＆ニ ズ見えてきた課題＆ニーズ

社会教育 ＜ 学校教育



カウンターパート：なし

配属先と一緒に行う活動配属先と一緒に行う活動

：ほぼなしほぼなし

どうする？？どうする？？



市役所の関係作り市役所の関係作り

あいさつ

おしゃべり(雑談)＋買い食いおしゃべり(雑談)＋買い食い

活動についての話し(相談)活動についての話し(相談)

半期ごとに活動計画書を提出

毎週 １週間の活動予定表を提出毎週、１週間の活動予定表を提出



☆一週間の流れ☆一週間の流れ

lundi mardi mercredi jeudi vendredi samedi

mairie école mairie école école
école

(1fois 
h  chaque 
mois)

église
CEG

école
église



識字教室識字教室

（ 方）週２日（月曜、木曜の夕方）

非識字者（主に２０代女性）非識字者（主に２０代女性）

アルファベット、日常会話、簡単な計算、
文法全般文法全般

近所の教会近所の教会



学校で美術・体育の授業学校で美術・体育の授業

市内の公立小学校での巡回授業

主にCM2（６年生）主にCM2（６年生）



絵画展の実施（１年目）絵画展の実施（１年目）



なわとび大会（２年目）なわとび大会（２年目）



余暇活動の充実余暇活動の充実

○青少年余暇センターの活用

毎週水曜日の午後 自由開放毎週水曜日の午後、自由開放

毎月１回土曜日のイベント

年１回の大イベント

○中学校での日本語教室



日本文化紹介（毎月１回土曜日午前中）日本文化紹介（毎月１回土曜日午前中）

地ゾボ任地ゾボドメで

ベナン国内あちこち（体育隊員とともに）ベナン国内あちこち（体育隊員とともに）



日本の中学校に日本の中学校に

毎 信毎月ベナン通信を発行

入らなくなった物を

集め ベナンへ集め、ベナンへ

（紙、クレヨン、鉛筆

なわとび ボ ）なわとび、ボール）



活動を終えて （健康第一！！）活動を終えて…（健康第一！！）
よく食べ、 よく飲み、

よく寝て、 そして、

よく動く



老婆心ながら‥‥老婆心ながら‥‥

語り合おう

さまざまな人たちと話せるチャンスさまざまな人たちと話せるチャンス

楽しもう

活動も プライベートも‥活動も、プライベ トも

『やる時にはやる！遊ぶ時には遊ぶ！』



最後に・・・最後に・・・

常に自分らしく常に自分らしく。

楽しかったら笑う、

悲しかったら泣く悲しかったら泣く。

許せないときは怒る！

そして、

疲れたら休む。疲れたら休む。



帰国後の活動帰国後の活動

前任校で講演

教室で（学活 道徳）教室で（学活、道徳）

学年朝会で学年朝会で

職員研修で



帰国後の活動２帰国後の活動２

図書室で特別コーナー開設図書室で特別コ ナ 開設



私が感じたこと、

経験したことを経験したことを

日本の子供たちに伝えていきたい



これから、

本当の意味での本当の意味での

私たち現職教員の私たち現職教員の

協力隊活動が

始まるのかもしれません・・・



ご静聴ありがとうございました…


